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第 11 回定例岡山県教育委員会議事録 

 

１ 日   時  令和４年 10 月 17 日（月） 

          開会 14 時 00 分  閉会 14 時 40 分 

 

２ 場   所  教育委員室 

 

３ 出 席 者   教育長            鍵本 芳明 

委員（教育長職務代理者）   上地 玲子 

委員（教育長職務代理者）   服部 俊也 

委員             松田 欣也 

委員             梶谷 俊介 

委員             田野 美佐 

 

教育次長           浮田 信太郎 

教育次長           梅﨑 聖 

学校教育推進監        川上 慎治 

教育政策課       課長 大西 治郎 

           副課長 有田 純子 

          総括主幹 石﨑 貴史 

高校魅力化推進室    室長 室 貴由輝 

 

４ 傍聴の状況  ０名 

 

５ 附議事項 

  （１）岡山県教育関係功労者表彰について 

  （２）令和５年度県立高等学校第１学年生徒募集定員の策定について 

  （３）高等学校における通信教育連携協力施設の定員等について 
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６ 議事の大要 

 

開会 

 

非公開案件の採決 

 （教育長） 

本日の議題の審議に入る前に、議題の公開の可否について決定したい。本日の議

題のうち、附議事項（１）は、表彰案件であることから、教育委員会会議規則第 12

条に基づき、非公開とするよう発議する。 

委員から、議題を非公開とする発議はないか。 

（委員全員） 

（特になし） 

（教育長） 

     この発議は、討論を行わずにその可否を決定することとなっているので、直ちに

採決に入る。 

附議事項（１）は、非公開とすることに賛成の委員は挙手願う。 

（委員全員） 

挙  手 

（教育長） 

全会一致により、本案件は非公開とすることに決した。 

 

 

  附議事項（２）令和５年度県立高等学校第１学年生徒募集定員の策定について 

   ・高校魅力化推進室長から資料により一括説明 

（委員） 

水島工業高校は今年度においては定員割れだったのか。 

（高校魅力化推進室長） 

そのとおりである。さらに昨年度は近隣校の倉敷工業高校定員が割れている。

近年では普通科・商業科においては定員削減を行っていたが工業科においては削

減していなかった。県内の機械科で１学年３クラスの学級があるのは水島工業高

校のみである。また、今年度の中学生の卒業見込み者数は昨年度と比較して、県

全体で見れば 60 名程度の増であるが、学区内の玉島地区で比較すると 50 名程度

の減である。水島工業高校の最寄り駅は西阿知駅であるが、玉島地区の最寄り駅

である新倉敷駅から１駅と近く、影響は大きいと判断した。 

（教育長） 

これより採決に入る。議第 14 号について、原案に賛成の委員は挙手願う。 
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（委員全員） 

挙  手 

（教育長） 

全会一致により、議第 14 号は原案のとおり決した。 

 

  附議事項（３）高等学校における通信教育連携協力施設の定員等について 

   ・高校魅力化推進室長から資料により一括説明 

（教育長） 

これより採決に入る。議第 15 号について、原案に賛成の委員は挙手願う。 

（委員全員） 

挙  手 

（教育長） 

全会一致により、議第 15 号は原案のとおり決した。 

 

 

以下、非公開のため省略。 

 

 

  閉会 


